






















それを海上の生簀で養殖するための研究です。

地球温暖化に関しては、それによって海水温度

の上昇が世界中で報告されており、イセエビ漁

にも少なからずの影響を与えているようです。

必ずしもマイナスの影響だけでなく、漁獲量が

増えたというようなプラスの影響もあり、また

漁獲量が増減してもどのようなメカニズムか

（例えば、餌となる生物が増減した、海流の勢

いが変化して稚エビの供給が増減したなど）は

まだよく分かっていないのが実情のようです。

いずれにしても、海の環境変動は想像以上の速度で進んでいるので、今後もこの分野の研

究報告は増えると思われますし、三重県でも水温の上昇傾向が確認されていることから、

注意して研究の進展を見ていく必要があると思っています。 

図 2 会議の会場の様子 

天然から小さな稚エビを採集して養殖を行っている国には、ベトナム、インドネシア、

フィリピン、インドなどがあり、生産量が増える傾向があります。発展途上国で多いのは、

稚エビの漁獲に関する規制が少なく、また養殖施設も簡単なもので投資資金が少なくすみ、

売りものにならない雑魚等を餌として養殖できるというのが要因になっています。特にベ

トナムで盛んに行われており、3 万 5 千の養殖施設で年間 3 百万尾もの稚エビを捕獲して養

殖が行われ、100 億円産業となっています。年間の生産量は約 2000 トンで、三重県のイセ

エビの漁獲量の 10 倍にも達し、養殖されたイセエビ（主にニシキエビ）は中国に輸出され

ています。しかしながら、ベトナムでは最近は稚エビが激減し大きな問題になっていると

のことで、やはりこのような養殖は問題が大きいと思っていますが、手っ取り早くイセエ

ビの生産量を増やせることからこのようなイセエビの養殖は今後も多くの国で広がってい

くことが想像されます。世界のイセエビの需要と供給のバランスが今後どうなっていくの

か、三重県のイセエビの価格にどう影響する

のか、今後注視する必要があると思っていま

す。 

図3 会議後に視察でロブスターの調査に同行

したときの様子 

今回の会議では、イセエビ研究の最前線を

肌で感じ、また、本や論文でしかしらない有

名な研究者とじかに話ができたりして、多く

の刺激を受けることができました。今度は、

この経験と刺激を日ごろの研究活動に活か

していく番です。イセエビの研究は水産研究

部にとっても重要なテーマですので、今後も

研究に励み、イセエビの安定生産に貢献した

いと思っています。 
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出前科学体験教室『海の生き物を調べよう！』を開催 

 
地域結集型共同研究課 土橋 靖史 

 
9 月 28 日（金）、太平洋に面した志摩市志摩町の布施田海岸で、志摩市立布施田小学校 3、4

年生の児童計 47 名を対象とした出前科学体験教室『海の生き物観察会』を行いました。 
 この出前科学体験教室は、三重県科学技術振興センターが小学校の児童に、観察会などを通

じて科学の「おもしろさ」や「不思議さ」を体験してもらうとともに、児童の「理科離れ」「科

学離れ」からの脱却や「未来の科学者」育成への寄与を目的として、毎年開催されているもの

で、19 年度は三重県内の小学校 21 校で実施する予定になっています。 
 当日は天気もよく、春の大潮と比べると潮のひきは小さいですが、それでも干潮時には広い

磯があらわれました。 
 学校から到着した児童たちは、観察前の注意を聞いた後、約 1 時間海に入って観察を行いま

した。採集した生き物を「さかなの目ハンドブック浜辺の生き物編（三重県農水商工部水産室：

みえのうみ作成）」をもとに分類したところ、魚類、甲殻類（エビ、カニおよびヤドカリの仲間）

を中心に約 20 種類の生き物が確認されました。 
 布施田小学校は、外洋である熊野灘にも内湾である英虞湾にも歩いて行くことができる学校

ですが、担任の先生によると、児童たちの遊びは近年都会化する傾向にあり、海辺の学校であ

りながら、海のことをあまり知らないということです。今回の教室を通じて、児童たちはすば

らしい海を持つ地域に住んでいることを実感していただけたのではないでしょうか。 
 

 
志摩市志摩町の布施田海岸      観察前の注意      干潮時には広い磯が 

 

 
 生き物の分類  

 

 

岩の間に何かいるぞ       
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     観察された生き物の説明
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